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 スマートフォンをはじめとした電子機器の発展は目覚ましく、我々の日常生活にはな
くてはならないものとなっている。総務省の調査によればスマートフォンの保有率やイ
ンターネットの普及率は年々増加しており、国民の多くがこれらの情報通信機器とイン
ターネットを利用していると推察できる。これら情報通信のハード面とソフト面の発展
は、人間関係を含めた社会的活動を変化させている。一方でこれら情報通信の発展にお
ける心身や社会への影響は十分に検討されているとは言い難い。 
 本論文では、インターネットを含めた電子機器使用におけるハード面とソフト面にお
いて心身への影響の一端を明らかにすることを目的とした。研究1では、インターネット
依存の好発年齢である若年成人を対象にインターネット依存と複数の精神症状との包括
的な関連を調査した。研究2では、幸福感とインターネット依存と社会生活との関連につ
いて疫学調査をおこなった。日本人の若年成人の幸福感に関連する因子としてインター
ネット使用との関連を調査し、インターネット使用のコンテンツ（SNS、動画、メールな
ど）やSNSの利用動向、学校の出席などが幸福感とどのように関わるかを詳細に検討し
た。研究3では、ハード面である電子機器の使用習慣について調査をした。これはスマー
トフォンをはじめとした電子機器の使用が睡眠に影響を及ぼすという仮説のもとで、就
寝前の電子機器の使用頻度や消灯後の利用、また使用姿勢について調査した。研究4で
は、スマートフォンの視聴距離についてモーションキャプチャーを用いて客観的に計測
した。これらは電子機器のディスプレイから発せられる光は距離によって変化するた
め、電子機器を使用する際の姿勢や視聴距離を測定した。研究5については、光環境によ
る睡眠への影響を検討した。電子機器を含めた生活環境光がヒトの概日リズムにどのよ
うな影響を及ぼすかについて実験をおこなった。夜間の光曝露は概日位相が後退するこ
とが明らかになっているが、日中に家庭内で曝露する天井照明やテレビや電子機器など
から発せられる比較的低照度の光でも概日リズムに影響するのかを検討した。眼鏡型の
放射照度センサーを使用し、起床から夕方までの眼部での光曝露量を計測し、夜間のメ
ラトニン分泌量の変化を観察した。 
 これらの結果から電子機器やインターネットの使用や光の影響は、睡眠をはじめ精神
症状等へ影響する可能性があることが示された。 
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